
1979年3月  東京大学大学院理学系研究科修了　理学博士（物理学)   
1979年4月  東京大学理学部付属中間子科学実験施設助手   
1982年11月  高エネルギー物理学研究所助教授 
1985年4月  東京大学理学部客員助教授   
1986年4月  東京大学理学部物理助教授   
1997年1月  東京大学大学院理学系研究科教授   

1998年2月  第十四回井上学術賞 (準安定シグマハイパー核と長寿命   
 反陽子ヘリウム原子)   

2008年12月  2008年度仁科記念賞（反陽子ヘリウム原子の研究） 
2009年5月  第62回中日文化賞（反陽子ヘリウム原子の発見と研究）

早野龍五氏略歴  

講師：早野⿓龍龍五 	  ⽒氏	  
 　東京⼤大学⼤大学院理学系研究科教授 	  

講演要旨： 

私は震災直後から、原子炉や放射能のデータを集め、
解析し、可視化し、twitterを使って公表することを
続けて来ましたが、最近では、食品、特に学校給食
の丸ごと放射能検査と、ホールボディーカウンター
（WBC）測定による、内部被ばくの実態解明に注
力しています。 

講演では、私が食品検査やWBC測定に深く関わる
ことになった経緯と、WBC測定で明らかになって
きた福島の内部被ばくの状況などについてお話しし
ます。 

講演会問い合わせ先： 	  
⾼高エネルギー素粒⼦子物理学研究室（N研）内線290 2 	  

6⽉月28⽇日（⽊木）13:30̃15:00	  
理学南館 　坂⽥田・平⽥田ホール	  

講演会	  
「先⽣生助けてください、ホールボ
ディーカウンターが変なんです」	  

講演会共催：GCOE[宇宙基礎原理の探求」	  
 　 　 　	   	  素粒⼦子宇宙起源研究機構	  
 　 　 　 　 　 	  タウ・レプトン物理研究センター	  


